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令和６年度第 63 回農林水産祭「実りのフェスティバル」が開催されました 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 
2024 年 11 月１（金）、２日（土）に池袋にあるサンシャインシティで第 63 回農林水産

祭「実りのフェスティバル」（主催：農林水産省、公益財団法人日本農林漁業振興会）が

開催されました。 

 

１ 「実りのフェスティバル」とは 

農林水産業と食に対する理解の増進と農林水産物の消費拡大などを目的に開催されてお

り、道県や農林水産関係団体等の出展により、農林水産物及び加工品の販売や試飲・試食

が行われました。他にも、農林水産祭における天皇杯等の受賞者のパネル展示や、都道府

県技術・経営普及展での展示、政府特別展示（農林水産省）が行われました。ポニーの体

験乗馬や、くまモンなどのゆるキャラも登場し、大人から子供まで多くの来場者で賑わい、

盛況に開催されました。 

 

２ 愛知県の農産物をＰＲ 

愛知県はＪＡあいち経済連と共同で２日間に渡り愛知県産農産物の販売、試食とともに

ＰＲを行いました。 

販売品目は、首都圏に出荷しているミニトマト、キャベツ、ブロッコリー、フキ、次郎

柿、ギンナン、大葉、シクラメン、うずら卵燻製でした。 

試食としてミニトマト、次郎柿等を提供し、来場者からは「愛知は生産量日本一の農畜

産物が数多くあることを知らなかった。試食した物も美味しい」と好評でした。また、ギ

ンナンは、お玉一すくい 200 円と手頃な価格で少量販売にしたことで、普段食べる機会の

少ない人にも購入していただくことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

ギンナンのすくいどり      人気の次郎柿        ミニトマト各種 

特産のフキ・大葉 高値となった 

ブロッコリー・キャベツ 

色とりどりのシクラメン 
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３ うずらや新品種を紹介 

都道府県技術・経営普及展では、「愛知のうずらは日本一 愛知のブランド果実」として、

各種うずら卵商品や、愛知県農業総合試験験場とＪＡあいち経済連と共同で育成した大

果・多収・良食味ないちごの新品種「愛経４号」（ブランド名「愛きらり®」）と愛知県農業

総合試験験場が育成したカンキツ新品種「夕焼け姫」について紹介しました。 

 

    

 

４ 農林水産祭の受賞者のパネル展示 

令和６年度（第 63 回）農林水産祭の天皇杯、内閣総理大臣

賞、日本農林漁業振興会会長賞の受賞者のパネル展示がされ

ました。本県では、園芸部門（スプレーギク）で愛知県豊川

市の山田裕也氏が内閣総理大臣賞を受賞されました。 

 

 

内閣総理大臣賞のパネル展示の様子 内閣総理大臣賞（園芸部門） 

愛知県受賞者のパネル展示 

 

愛知県の展示       いちごの実物展示       各種うずら商品とパネル展示 
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イチゴに関する消費者の嗜好性について 

農業総合試験場 
 

本県のイチゴは、作付面積 251 ha （全国６位）、 出荷量 10,000 t （同４位）（いずれ

も令和４年産野菜生産出荷統計（農林水産省））で、主要な品目の１つです。他県産との競

争力を強化するため、本県オリジナル品種の育成やブランド化の取組が重要となっていま

す。  
ブランド化のためには、消費者ニーズを踏まえた系統選抜、高品質生産のための栽培指

針や他品種と差別化を図るための販売方策の策定等を育成段階から計画的に進める必要が

あることから、県内消費者のニーズや購買意識を調査しました。 

１ 調査方法 
(1)  調査対象は、スーパー等の量販店において、農産物の主な購入者と考えられる 30   

歳以上の女性で、イチゴの多く出回るシーズン（冬から春）に、生果としてイチゴを

１回以上購入する県内在住の消費者としました。 

(2)  調査方法は、選択肢の中から回答する形式のアンケートをウェブにて実施し、回答

した調査対象に該当する消費者 5,000 名から、年代の４区分（30 代、40 代、50 代、60

代以上）が各 125 名、計 500 名となるように無作為抽出し、その結果を解析しました。 

(3)  アンケートの主な質問項目は以下のとおりです。 

  イチゴに関する主な質問項目 

回答者の属性 年代、居住地域等 

質問項目 
好きな品種・理由、購入場所、購入理由、購入用途、購入基準、購入時に知りたい

情報、情報の入手方法等 

２ 結果 

（1） 好きな品種の上位３位は表１のとおり、「あまおう」、「章姫」、「とちおとめ」でした。 

品種の好きな理由について、回答割合の上位３位は、いずれの品種も「甘味・酸味の

バランス」、「甘みが濃い」、「果実が大きい」であり、これらの評価の高い品種が消費者

に好まれる傾向があることがわかりました。 

表１ 好きなイチゴ品種の上位３位とその理由（上位３位） 

品種 

好きな理由 

１位 ２位 ３位 

1 位 あまおう 甘みが濃い（25%） 
甘み・酸味のバランス

（22%） 

果実が大きい

（15%） 

2 位 章姫 
甘み・酸味のバランス

（29%） 
甘みが濃い（13%） 

果実が大きい

（12%） 

3 位 とちおとめ 
甘み・酸味のバランス

（22%） 
甘みが濃い（17%） 

果実が大きい

（14%） 

 

 

注１：いずれの設問も複数回答。（）内は各設問の回答全体に占める割合。 

注２：品種に関する項目は、①「章姫」（静岡県）、②「紅ほっぺ」（静岡県）、③「ゆめのか」（愛知県）、
④「とちおとめ」（栃木県）、⑤「あまおう」（福岡県）、⑥「ゆうべに」（熊本県）、⑦「さがほの
か」（佐賀県）、⑧「いちごさん」（佐賀県）、⑨「かおり野」（三重県）、⑩「やよいひめ」（群馬
県）、⑪「その他」、⑫「特になし」の 12 項目。 
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（2） アンケートの結果、表２のとおり、購入場所は「スーパーマーケット」、情報の入手

場所は「店頭」が多い傾向でした。 

また、購入基準は、「価格」以外では「傷みが少ない」、「果皮のつやが良い」等、購入

時に知りたい情報としては、「甘さ（糖度）」、「品種の特徴」等の回答が上位となりまし

た。 

  表２ イチゴの生果に関する質問と有意な回答（上位３位） 

質問 

回答 

１位 ２位 ３位 

購入場所 
スーパーマーケット

（94%） 

農産物直売所

（22%） 
八百屋（8%） 

情報の入手方法 店頭（71%） 特になし（21%） テレビ（18%） 

購入基準 価格（76%） 
傷みが少ない

（61%） 

果皮のつやが良い

（33%） 

購入時に知りたい情報 甘さ（糖度）（80%） 品種の特徴（44%） 日持ち性（34%） 

 

３ 考 察 

（1） 好まれる品種の特徴から、新品種の系統選抜等においては、「甘味・酸味のバランス

がよいこと」、「甘みが濃いこと」、「果実が大きいこと」に留意する必要があると考えら

れます。 

（2） 知りたい情報として「甘さ（糖度）」や「品種の特徴」、購入の基準に「傷みが少な

い」や「果皮のつやが良い」を挙げる人が多いことから、生果の生産・販売にあたって

は、糖度等の品種の特徴を情報発信するとともに、鮮度等に一層留意する必要があると

考えられました。「価格」については、消費目的 （贈答用等）によって、許容される価

格は変動することが考えられ、目的に応じた価格設定等を検討する必要があります。 

（3） 購入にスーパーマーケットを利用する消費者が大多数で、情報を店頭で入手する人

が多いことから、ブランド化に際しては、量販店を対象とする戦略が効果的と考えられ

ました。 

****************農業総合試験場からのお知らせ**************** 

 

 

注：いずれの設問も複数回答。（）内は各設問の回答全体に占める割合。 
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ＪＡ西三河の食農教育活動 

 
西三河農林水産事務所 

 
 ＪＡ西三河は、地域農家や保護者、地域住民ボランティアと協力し、西尾市内小学校 

１８校の５年生を対象に「米づくり体験授業」を行っています。年間を通して、田植えや

お米の授業（またはかかし作り）、稲刈り、収穫したお米を使った箱寿司や五平餅などの

伝統料理づくりを行い、地域農家と交流することで、食べ物が食卓に届くまでの過程や農

家の苦労を知り、「食」と「農」の大切さを考える機会を提供しています。 

 

１ ドローン見学やクイズを交えたお米の授業 

 ７月から９月にかけて行うお米の授業では、 

草刈りや中干し、農薬散布といった農家の作業

や工夫、地産地消について学びます。 

ＪＡ西三河職員が、農家が作業している様子

を写真や動画で見せ、害虫被害を受けたお米と

受けていないお米を実際に児童に手にとっても

らうことで、害虫から稲を守るための草刈りや

農薬散布の重要性について説明しました。 

また、ドローンを展示し、地域農家が飛ばし

方や農薬散布する際の注意点について説明し、

JA 西三河職員が地域のお米に関するクイズを行

いました。実物を見たり考える機会を増やすこ

とで、楽しく学ぶことができました。 

  

質問コーナーでは、児童から「農薬ってヒト

や動植物に害はないの？」「ドローンが飛ぶ高

さはどれくらい？」「害虫ってどんな虫がいる

の？」「お米の種類によって味は違うの？」な

ど質問が多数あり、お米や地域農業への関心が

高まっていました。 

 

 

２ 食農教育活動の効果 

 授業を受けた児童からは、「お米作りの大変さや工夫を知ることができてよかった。」

「地域のものを食べて、地産地消に取り組みたい。」と感想がありました。地域農家は、

「体験学習を通して、お米を大切に食べるようになってほしい。」と期待を込めていまし

た。 

活動の様子は、ＪＡ西三河の広報誌やインスタグラム、ＪＡ西三河農業まつりでのパネ

ル展示などで広く情報発信をし、市内外への波及を図っていきます。 

 

ドローンの使い方を説明 

お米づくりの作業を説明 
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豊田市敷島自治区における農村型地域運営組織 
モデル形成支援事業の取組について 

豊田加茂農林水産事務所 
 

１ 農村型地域運営組織モデル形成支援事業の取組経緯 

  農村型地域運営組織モデル形成支援事業（国費事業）は、農村 RMO※１による農用地保

全、地域資源活用、生活支援に係る実証に関する取組を支援するものです。 

豊田市の中山間地域に位置する敷島自治区※2 では、人口減少・高齢化により集落単位

での農用地保全活動や生活支援等の困りごとの解決が困難になってきました。 

  そこで、2023 年度より３か年にわたり当事業を活用し、自治区を中心とする運営協議

会によって、地域に必要なシステムや事業を実証することにより、地域の課題解決に取

り組んでいます。 

※１農村 RMO（Region Management Organization）とは、複数の集落の機能を補完して、農用地保全

活動や農業を核とした経済活動と併せて、生活支援等地域コミュニティの維持に資する取組を行う

農村型地域運営組織のことです。 

 ※２豊田市旭町敷島地区 （旭町人口２，３７２人（令和５年６月１日現在）） 

 

２ 敷島自治区における取組内容について 

  敷島自治区では地域の将来ビジョンとして「しきしま・ときめきプラン 2020」を作成

しました。それを実現するため、以下の３つの取組について実証を行っています。 

①  農用地保全について 

   将来にわたって営農が継続できるよう「自給家族」      

という取組を行っています。 

  自給家族とは、「家族の様に生産者と同等の負担を消費者

にしてもらう」という考えに共感した 140 家族（消費者）

と３～10 年の長期栽培契約を結び、特別栽培米（ミネアサ

ヒ）の生産に必要な費用 30,000 円/俵を、事前に消費者に

負担してもらう取組です。 

② 地域資源活用について 

（一社）モビリティ・ビレッジと連携し、高齢者が生産した野菜の都市部スーパー

への配送実証に取り組んでいます。 

③ 生活支援について 

地域独自の支え合いの仕組みづくりとして、有償のボランティアマッチングサービ

ス「支え合いシステム」の運用実証を行って、草刈りなどの要望に対応しています。 

 

３ 取組に対する受賞状況 

  住みやすい地域社会のための優れた取組を表彰する「あしたのまち・くらしづくり活

動賞」の令和６年度内閣官房長官賞に、住民どうし支え合い、都市部と繋がる「関係自

治」という考え方で、持続可能な地域づくりに取り組む「敷島自治区」が選ばれました。 

特別栽培米 
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加工・業務用野菜の国産強化を主題としたセミナーが開催されました 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 
2024 年 10 月 10 日（木）に東京ビックサイトにおいて「加工・業務用野菜の情報交換会

セミナー」（主催：野菜流通カット協議会）が開催されました。当セミナーでは加工・業務

用野菜の国産強化を主題として様々な話題が提供されましたので、その一部を紹介します。 

 

１ 小売業の変化に応じた業務用野菜の生産振興と商品開発 

  （全国農業協同組合連合会 チーフオフィサー 戸井和久 氏） 

 ・スーパーマーケット、コンビニエンスストア等の小売業では、惣菜や冷凍食品の売り

場が拡大している。その要因としては、昔は調理に手間のかからない「素材」が求め

られていたが、共働き世帯の増加によって家庭内での調理時間が減少するなど生活者

のライフスタイルが変化し、「簡便」、「即食」（時間をかけずに食べる）のニーズが高

まっているためである。 

 ・野菜全体の 60％は業務用であり、そのうち 30％は輸入品となっている。新型コロナや

ウクライナ情勢等で海外からの食材供給が不安定となっているため、輸入野菜を国産

に切り替えることが重要である。 

 ・全農では、バリューチェーン（生産から製造・加工、流通、消費に至る各段階の付加

価値を繋ぐことにより食を基軸とする付加価値の連鎖を作ること）に合わせた野菜の

生産振興を図っている。例えば、ブロッコリーでは、バリューチェーンに合わせた素

材として、加工・業務用に花蕾の大きな品種を選定して生産振興を図っている。令和

５年度には、11 県 17ＪＡで作付けしてリレー供給を行った（出荷期間：11 月～３月、

出荷量 381 トン）。 

 ・全農では、生活者のライフスタイルの変化に対応するため、バリューチェーンで付加

価値を高めるための取組として、生産から販売までのプロセスごとにチームで商品開

発に取り組んでいる（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ バリューチェーンで付加価値を高めるための取組（出典：セミナー資料） 

 

 ・GAP 認証された商品はまだ売れる商品ではないかもしれないが、販売側においては信

頼の証として、選ばれる条件になるなど、今後は販売のカギになる可能性が高まると

思われる。 
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２ 加工・業務用野菜の生産・供給拡大にむけて 

（石川県立大学 名誉教授 小林茂典氏) 

 ・食の外部化の進行、簡便化志向が強まり、カット野菜・サラダ等の即食性食品、冷凍

野菜、冷凍調理食品、キット食材等の時短食材の需要が増している。これらの商品の

顧客価値を高め、なおかつ輸入野菜との価格競争に陥らないためには、利便性を活か

しつつ健康の維持・増進機能を高める必要がある。そのためには、栄養成分の低減が

少ない加工・業務用野菜の生産・供給拡大が重要である。 

 ・「健康日本 21」（厚生労働省）では成人１人１日当たりの野菜摂取目標量を 350ｇ以上

としているが、これはカリウム、食物繊維、抗酸化ビタミン等が適量摂取できる量と

して算出したものである。従って、カット野菜、冷凍野菜等の製造過程（洗浄、殺菌、

ブランチング※、冷凍等）においては、栄養成分の変化・流出等に留意する必要がある。 

※野菜を冷凍する前に、熱湯に漬けたり、蒸気をあてたりして必要最低限の加熱処理を行うこと。 

 ・例えば、ビタミンＣ含有量は、ほうれんそう、かぼちゃ、キャベツ、にんじんは生よ

りも冷凍やカットでは少なく、ブロッコリーは国産よりも外国産が少ない（図２）。外

国産が少ない要因としては、加熱処理が国産はスチームであるのに対して、外国産は

ボイルであるためと考えられる。これら事例のように、野菜の加工方法によって栄養

成分量は変わるため、栄養成分の低減を少なくするための工夫・改善が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 野菜(左)及びブロッコリー(右)のビタミンＣ含有量の例（出典：セミナー資料） 

 

セミナーでは上記の他に、農研機構の佐野氏から加工・業務用野菜の安定供給のための

生育・収量予測ツールについて、 (有)エーアンドエスの大平氏から加工・業務用野菜の生

産現場における ICT 活用による持続可能な農業生産についてそれぞれ話題提供が行われま

した。その後、講演者４名と主催者である野菜流通カット協議会の木村会長によるパネル

ディスカッションが行なわれました。 

パネルディスカッションで出た意見で印象的だったのは、「スーパーやレストランでは原

料の価格交渉から入ることが多いが、商品づくりまで踏まえて交渉を行わないと、安定し

た供給産地の育成は困難である。」という趣旨の全農の戸井氏の発言でした。加工・業務用

への対応策としては供給体制の整備や加工技術の改善・開発の議論が目立ちますが、安定

した供給産地育成のためには、生産者、卸売業者、実需者等が連携して商品開発をし、生

産現場の情報を生活者に伝達することも重要であると感じました。 
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「第 30 回大田花きバラ会議」が開催されました 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 

2024 年９月６日（金）に、大田市場花き棟にある（株）大田花きのセリ場で「第 30 回

大田花きバラ会議」（主催：（株）大田花き）が６年振りに開催されました。 

当会議は、(株)大田花き、仲卸会社、生産者団体などで構成され、生活者へのより良い

バラの提供を目指しています。日本全国からバラの生産者や買参人※が参加し、バラに関す

る講演や、品種紹介、産地紹介がされましたので、その概要を紹介します。 

※ 買参人（ばいさんにん）：市場開設者に認められた卸売市場での購入権利を持つ人のこ

と。 

 

１ 講演「夏のバラ、楽しむ人が急増中! アプリの花屋だからこそ実現できる『バラのある暮ら

し』」（講演者 FLOWER(株) 小室 取締役） 

FLOWER（株）は、実店舗を持たず、スマホのアプリ

のみで花を販売する「FLOWER アプリのお花屋さん」を

運営しています。消費者を対象とした調査から分かっ

た『かわいい花をたくさん飾りたい』という思いを実

現するために、低価格で多様な花を販売しています。 

そのために、FLOWER（株）は、数量限定の売り切り

方式を採用して花の廃棄を最小限に抑えています。 

また、季節やトレンドに合わせた多様な花をアプリ

上に提案して、消費者がそれぞれ好みの「かわいい花」

を注文できるようにしています。 

講演者は、「ユーザーが思い描く『かわいい花をたく

さん飾りたい』には季節は関係ありません。『お得でか

わいい』を強化すれば販売数を増やすことができま

す。」とバラ業界の関係者に、売り方を工夫することの

大切さを熱心に語りました。 

また、FLOWER（株）は市場で仕入れた新鮮な花を消

費者に届けているため、花の鮮度が高いことも多くの

消費者に支持される一因になっています。 

消費者のニーズを実現するため、販売方法を工夫し

て需要拡大につなげた好事例であり、バラ業界の関係

者を大いに勇気づける講演でした。 

 

 

 

アプリ画面 
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２ 品種紹介 

各社の新品種やお薦めの品種が紹介されていました。（展示されたバラは HP 参照 

https://otakaki.co.jp/showroom/240906otarose/）。 

京成バラ園芸（株）は、市場出荷で単価が高い主茎が長い品種を始めとする 15 種類の新

品種を展示していました。 

イノチオ精興園（株）は、最近流行のくすみ系カラーでトゲが少なく作りやすいスタン

ダード系の新品種や、ブライダルにも使いやすいスプレー品種を展示していました。 

 

３ 産地紹介 

バラの生産者として、栃木県ＪＡ全農とち

ぎ栃木大田会や、群馬県前橋バラ組合、静岡

県ＪＡしみずバラ部会などが出席しており、

各産地の代表者が産地のＰＲを行いました。 

本県からは、ＪＡひまわりバラ部会が産地

のＰＲを行いました。若い世代の生産者が多

く、将来的にも安定供給が見込めることや、

新しい集出荷場が７月から稼働し、部会員や

ＪＡ職員による品質チェック体制が強化され

たことなどが伝えられました。 

 

国内生産から輸入、販売まで携わるバラ業界の関係者が一堂に会し、それぞれの方々か

ら新しい取組が紹介され、今後のバラ業界の発展に向けた交流の場となっていました。 

京成バラ園（株） イノチオ精興（株） 

ＪＡひまわりによる産地紹介の様子 
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　○　名古屋市中央卸売市場（品目：ぎんなん）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 ４８ ４６ １,２８１ １,２９７ 愛知（９５％）

（９５％） 岐阜（　４％）

2024年見通し ７５ － ８５０ － 静岡（　１％）

　○　東京都中央卸売市場（品目：カリフラワー）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 ４,２８２ ４５４ ２２９ ２０３ 熊本（２０％）

（１１％） 長野（１８％）

2024年見通し ４,１００ － ２２５ － 茨城（１５％）

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

　夏場の高温・干ばつの影響等により前年より
も入荷量が少なく高値で推移したものの、10月
は生育が回復して入荷量・価格ともに落ち着い
てきている。愛知産については11月からの本格
出荷を見込むが、高温・干ばつの影響が懸念さ
れる。
【見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.3％)
価　格：前年並。(△1.7％)

　本年も全国的に高温・干ばつ傾向にあるが、愛知
産の品質評価は非常に高いため、引き続き形や色揃
えをしっかりと整えるなど、品質維持に努めてほし
い。
　品目特性上、事前情報の提供が難しいことは理解
しているが、量販店への売り込みは、おおよそ１週
間前に販売価格を決定するので、翌週の出荷予定の
精度を高め、正確な情報を教えてもらいたい。

前年主要産地

卸売市場から産地への要望・提言等概要と見通し

　愛知からほぼ全量を入荷する。不作だった昨
年に比べ、結実は多いが、酷暑の影響により小
粒傾向のうえ、実が充実しておらず、しいなが
多い。単価は小粒のため、伸び悩む。加工用に
ついては、加工業者の廃業により、引きが弱
い。
【見通し】
入荷量：前年を大幅に上回る。(56.3%)
価　格：前年を大幅に下回る。(△33.6%)

　塩水での選別を徹底し、例年と同等の品質を保つ
ようにして欲しい。
　新興産地は出荷量の増加とともに品質も向上して
きている。愛知のブランド力を維持するため、高品
質生産に努めて欲しい。

愛知産青果物の動向

　「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表す用語』
につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並　：±１％台以下
わずか　：±２％台以内
や　や  ：±３～５％台
かなり　：±６～15％台
大　幅  ：±１６％以上

前年主要産地
うち愛知産 愛知産

うち愛知産 愛知産
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名古屋・東京市場における青果物の１１月の見通し

１０月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３４，９１８ 201 219 205 北海道 30%

2020年 ３６，１６３ 200 196 173 愛知 17%

2021年 ３７，９７０ 202 199 202 茨城 16%

2022年 ３８，３８６ 228 225 206 長野 9%

2023年 ３２，５５４ 234 227 223 千葉 4%

５ ヵ 年 平 均 ３５，９９８ － － －

2024年見通し ３２，５００ － － －

2019年 ２，０２５ 107 109 96 千葉 51%

2020年 １，９４５ 91 71 58 愛知 31%

2021年 ２，１２４ 73 59 55 青森 7%

2022年 ２，１８３ 102 92 75 神奈川 6%

2023年 １，８５３ 93 85 82 静岡 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，０２６ 93 83 74

2024年見通し １，９００ 100 80 80

2019年 ２，１５７ 102 121 102 北海道 46%

2020年 ２，１９０ 145 136 115 愛知 24%

2021年 ２，５４４ 118 120 94 岐阜 6%

2022年 ２，０８４ 134 106 124 千葉 5%

2023年 １，５９１ 200 193 175 オーストラリア 3%

５ ヵ 年 平 均 ２，１１３ 135 131 117

2024年見通し １，４００ 200 180 180

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２１０

１９０

２００

２２０

２３０

だ
　
い
　
こ
　
ん

１０１

７１

６１

８７

８４

８１

８５

前年主要産地（％）

２１０

２１７
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道、愛知、茨城を中心に入荷する。
夏の高温や、台風10号の影響により生育遅
れのある品目があるものの、中下旬にむけ
て増量する見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.2%)
価　格：前年をやや下回る。(△5.6%)

１８０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１２３

【産地状況】
　北海道は10月末でほとんど終了。愛知、
岐阜は夏の高温、台風10号の影響により播
種の遅れがあり、例年より出荷が少ない見
込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△12.0%)
価　格：高値だった前年をやや上回る。
(3.4%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　愛知、千葉は台風10号の影響等により播
種の遅れがあり、上旬は昨年より少なく、
中旬以降に出荷ピークとなる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。（2.5%）
価　格：前年並。(1.2%)

に
　
ん
　
じ
　
ん

１０７

１２８

１０４

１１８

１７４

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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注）

１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １２４，４０４ 236 245 238 茨城 25%

2020年 １２３，８２８ 225 213 188 千葉 20%

2021年 １２３，０７４ 224 212 209 北海道 15%

2022年 １１５，５１５ 249 228 209 愛知 4%

2023年 １１３，８７２ 257 235 239 群馬 4%

５ ヵ 年 平 均 １２０，１３９ － － －

2024年見通し １１６，０００ － － －

2019年 １０，８８６ 100 99 91 千葉 65%

2020年 １１，７８８ 79 54 44 神奈川 26%

2021年 １１，６０７ 67 53 44 茨城 4%

2022年 １０，８６１ 85 75 62 青森 3%

2023年 １１，３２５ 75 69 68 北海道 1%

５ ヵ 年 平 均 １１，２９３ 81 70 61

2024年見通し １１，５００ 70 70 70

2019年 ７，４０７ 101 117 137 千葉 63%

2020年 ７，４４９ 138 143 127 北海道 17%

2021年 ７，９３４ 67 107 94 埼玉 8%

2022年 ７，４０８ 131 124 109 青森 7%

2023年 ６，７６５ 176 172 160 中国 3%

５ ヵ 年 平 均 ７，３９３ 121 132 124

2024年見通し ６，７００ 125 105 100

【産地状況】
　野菜全体の入荷は、多くの品目で産地が関
東や西南暖地に切り替わるが、高温の影響で
上中旬は数量が安定しない見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.9%)
価　格：前年をやや上回る。(4.5%)

【産地状況】
　千葉を中心に入荷する。千葉、神奈川は軟
腐病等が発生しており、品質低下が懸念され
るが、入荷量は潤沢となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.5%)
価　格：前年並。(△1.4%)

【産地状況】
　千葉を中心に入荷する。上旬は北海道が終
了し関東産は出始めのため少ない。中旬から
は関東産が増量する。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.0%)
価　格：前年を大幅に下回る。(△34.9%)
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１１０  入荷量・価格の動き
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品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２３９

２５５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２４４

２０９

２１５

２２９

 前年及び本年の

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

 前年及び本年の
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１０月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４，２８９ 72 84 79 茨城 57%

2020年 ４，６８０ 48 48 41 長野 28%

2021年 ４，８６４ 55 56 50 愛知 10%

2022年 ４，０４０ 89 81 73 三重 2%

2023年 ４，２８５ 82 76 63 群馬 2%

５ ヵ 年 平 均 ４，４３２ 67 69 61

2024年見通し ４，０００ 80 75 70

2019年 ３，４１８ 77 89 78 愛知 64%

2020年 ４，０４４ 76 69 57 茨城 25%

2021年 ４，２７８ 89 72 61 長野 5%

2022年 ４，０９１ 107 92 74 静岡 1%

2023年 ３，６９０ 134 94 85 群馬 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，９０４ 96 83 71

2024年見通し ３，７００ 90 80 70

2019年 ２６９ 747 772 580 岐阜 51%

2020年 ３８６ 591 488 323 愛知 26%

2021年 ３６５ 586 462 425 茨城 16%

2022年 ３８８ 622 478 369 静岡 2%

2023年 ３４７ 480 391 455 群馬 2%

５ ヵ 年 平 均 ３５１ 592 499 417

2024年見通し ３４０ 600 500 400
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目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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７２

９０

１０２

８２

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

は
　
く
　
さ
　
い

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　岐阜高冷地物は終盤。愛知、関東物の出
荷が始まる。平地は９月の高温により生育
不良傾向。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.0%)
価　格：前年をかなり上回る。(13.9%)
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４７６

４３９

４９６

 入荷量・価格の動き

【産地状況】
　長野、群馬の切り上がりが早く、上旬は
入荷が少ない。愛知、茨城は定植遅れがあ
り、中旬から増加見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.3%)
価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
(△21.6%)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　長野の切り上がりが早く、上旬は入荷が
少ない見込み。茨城、愛知は夏の高温によ
り遅れており、下旬から増加見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△6.7%)
価　格：前年をやや上回る。(4.2%)
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１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １５，６３９ 62 68 71 茨城 86%

2020年 １５，４１３ 40 33 29 長野 9%

2021年 １５，７８１ 50 43 34 群馬 4%

2022年 １３，２９５ 75 60 54

2023年 １５，８４０ 60 53 39

５ ヵ 年 平 均 １５，１９４ 57 51 45

2024年見通し １５，０００ 80 55 45

2019年 １５，３０７ 73 89 77 千葉 48%

2020年 １５，０６７ 70 62 52 愛知 23%

2021年 １５，４５８ 80 67 56 茨城 19%

2022年 １４，２２７ 91 82 70 神奈川 5%

2023年 １３，４８９ 126 97 90 群馬 2%

５ ヵ 年 平 均 １４，７１０ 87 79 68

2024年見通し １３，５００ 120 90 90

2019年 １，０７２ 773 776 640 群馬 46%

2020年 １，６９９ 499 465 299 茨城 28%

2021年 １，８２６ 469 350 366 栃木 9%

2022年 １，７５１ 524 416 336 埼玉 6%

2023年 １，７８９ 385 373 441 千葉 5%

５ ヵ 年 平 均 １，６２７ 509 449 398

2024年見通し １，８００ 390 390 420

【産地状況】
　茨城を中心に入荷する。上旬は長野が終盤
となるが茨城は少ない。中旬以降は茨城が増
加し、安定した出回りとなる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△5.3%)
価　格：前年を大幅に上回る。(20.0%)

【産地状況】
　千葉、愛知等を中心に入荷する。上旬は高
温の影響で例年より出荷遅れが見られるが、
中旬以降は安定した入荷となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.1%)
価　格：前年をやや下回る。(△3.8%)

【産地状況】
　群馬、茨城を中心に入荷する。群馬、茨城
の入荷量は上中旬にピークとなるが、下旬に
は落ち着く見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.6%)
価　格：前年並。(0.8%)
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１０月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １，１７０ 386 377 403 長野 29%

2020年 １，０７８ 408 372 322 北海道 23%

2021年 １，３２９ 316 303 311 富山 6%

2022年 １，１５７ 346 350 339 茨城 4%

2023年 ９５０ 427 465 476 中国 4%

５ ヵ 年 平 均 １，１３７ 372 365 367

2024年見通し １，０００ 380 400 420

2019年 １，６２６ 275 276 250 茨城 44%

2020年 ２，０２２ 134 149 110 兵庫 29%

2021年 ２，１７７ 170 133 129 愛知 9%

2022年 １，９８５ 265 201 151 長野 5%

2023年 １，６６１ 196 170 229 群馬 4%

５ ヵ 年 平 均 １，８９４ 204 181 165

2024年見通し １，７００ 200 190 180

2019年 １，１１４ 475 348 296 愛知 35%

2020年 １，２８１ 371 309 249 群馬 21%

2021年 １，１９０ 320 274 289 宮崎 17%

2022年 １，０６４ 399 307 292 高知 10%

2023年 １，０３６ 324 303 331 長野 6%

５ ヵ 年 平 均 １，１３７ 372 308 289

2024年見通し １，０４０ 400 350 300

品
目
名

 前年及び本年の
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１９７

１８３

ね
　
　
 
　
ぎ

３１０

３４５

４５６

３６９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　群馬、長野は早めに切り上がる見込み。
冬春物は中旬以降まとまった出荷となる。
【概況見通し】
入荷量：平年並。(0.4%)
価　格：前年をかなり上回る。(9.4%)

３２２

３２０

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道は終盤。各産地順調な出荷見込
み。愛知の越津ねぎが出揃う見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(5.3%)
価　格：高値だった前年をかなり下回る。
(△12.3%)

 前年及び本年の

１９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　暑さの影響で秋冬作の出荷は遅れてい
る。茨城は上中旬から減少、兵庫は中旬か
ら増加見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.3%)
価　格：前年をやや下回る。(△3.6%)

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き
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１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ５，６０８ 360 357 394 茨城 14%

2020年 ５，５５４ 364 353 298 秋田 14%

2021年 ５，７６２ 270 263 262 栃木 11%

2022年 ５，５０３ 324 307 297 青森 10%

2023年 ４，８３２ 440 505 482 北海道 7%

５ ヵ 年 平 均 ５，４５２ 349 352 342

2024年見通し ４，８００ 420 420 390

2019年 ７，０７５ 255 262 242 茨城 66%

2020年 ７，１１９ 128 137 97 静岡 10%

2021年 ７，０１３ 160 130 127 香川 6%

2022年 ６，５４６ 253 191 137 兵庫 4%

2023年 ６，６４５ 181 150 204 福岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ６，８８０ 195 174 161

2024年見通し ６，６００ 200 190 150

2019年 ４，８８４ 456 386 330 宮崎 28%

2020年 ５，０７６ 367 319 265 群馬 21%

2021年 ５，１９１ 314 282 295 埼玉 20%

2022年 ４，６２２ 375 313 306 千葉 9%

2023年 ４，７０２ 318 326 355 高知 7%

５ ヵ 年 平 均 ４，８９５ 366 325 309

2024年見通し ４，７００ 400 350 300
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　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３３３

【産地状況】
　宮崎、群馬等を中心に入荷する。上旬は東
北産が概ね終了し、中旬以降は西南暖地から
の安定した入荷が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0%)
価　格：前年をやや上回る。(5.1%)

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城を中心に入荷する。前月同様、各産地
で高温の影響がみられる。中旬以降は西南暖
地も増え潤沢な入荷となる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.7%)
価　格：前年並。(1.7%)
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４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城、秋田等を中心に入荷する。旬別の入
荷産地は、上旬は秋田と青森、中旬以降は茨
城と栃木が中心となる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.7%)
価　格：前年をかなり下回る。(△13.7%)
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１０月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４６０ 387 450 442 熊本 55%

2020年 ４９２ 421 430 398 愛知 36%

2021年 ４４４ 361 397 393 山梨 5%

2022年 ５１３ 379 371 377 高知 3%

2023年 ４６７ 407 388 401 茨城 1%

５ ヵ 年 平 均 ４７５ 391 408 403

2024年見通し ４８０ 380 380 380

2019年 ７６９ 429 537 487 岐阜 38%

2020年 １，００２ 547 421 289 熊本 32%

2021年 ８４３ 515 429 461 愛知 15%

2022年 ８４７ 594 441 351 三重 11%

2023年 ８３０ 438 356 451 大分 4%

５ ヵ 年 平 均 ８５８ 503 432 391

2024年見通し ８００ 500 450 400

2019年 ３４８ 830 850 847 熊本 65%

2020年 ４４６ 949 789 521 愛知 29%

2021年 ４８６ 683 749 696 宮崎 3%

2022年 ４３２ 852 788 730 大分 1%

2023年 ４４８ 903 667 665 岐阜 1%

５ ヵ 年 平 均 ４３２ 840 764 680

2024年見通し ４５０ 850 750 650
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　上旬まで夏秋物の入荷があり、中旬から
熊本、愛知に切り替わり、順調に入荷する
見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.8%)
価　格：前年をやや下回る。(△4.8%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　熊本の生産面積増の影響により、例年よ
り出荷量が増える見込み。下旬にむけて数
量が増加し、単価も落ち着く。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.4%)
価　格：前年並。(△0.4%)
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 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　夏秋作の切り替え。抑制作は８月の高温
や台風10号の影響により、入荷が少なく、
中旬以降増加する見込み。熊本は面積減。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△3.6%)
価　格：前年をかなり上回る。(10.6%)

４８６

３９５

４６３

４５１

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

前年主要産地（％）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場

0

100

200

300

400

500

600

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/Kg
数量

t

月

0

200

400

600

800

0

500

1,000

1,500

2,000

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/Kg

数量

t

月

0

500

1,000

1,500

0

200

400

600

800

1,000

1,200

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/Kg

数量

t

月

18



１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ２，３１６ 454 495 455 高知 56%

2020年 ２，４６９ 412 419 410 福岡 16%

2021年 ２，４９３ 402 392 418 栃木 8%

2022年 ２，４０４ 352 350 380 熊本 7%

2023年 ２，４１６ 342 369 425 群馬 6%

５ ヵ 年 平 均 ２，４２０ 392 404 417

2024年見通し ２，４００ 400 400 400

2019年 ４，１１５ 474 583 555 熊本 40%

2020年 ４，９９５ 608 498 344 愛知 15%

2021年 ４，４７８ 314 476 555 千葉 12%

2022年 ４，２４５ 671 492 412 栃木 11%

2023年 ３，６５９ 572 486 530 茨城 6%

５ ヵ 年 平 均 ４，２９８ 527 506 473

2024年見通し ３，５００ 550 490 520

2019年 １，７６９ 788 788 805 熊本 40%

2020年 １，８７４ 900 785 513 愛知 16%

2021年 １，８７４ 612 686 671 千葉 13%

2022年 １，７５６ 832 743 702 宮崎 8%

2023年 １，５７８ 892 669 709 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 １，７７０ 802 736 677

2024年見通し １，５００ 900 800 700

品
目
名

前年主要産地（％）　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

８００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

７９４

７０４

６５８

７６０

７５７

７３３

 前年及び本年の

５２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　熊本、愛知等を中心に入荷する。高温の影
響で、熊本は低段の着果がばらつき小玉傾
向、愛知は花飛びが見られる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.3%)
価　格：前年並。(△1.3%)

ト
　
　
マ
　
　
ト

５３８

４６２

５１２

５１８

５２７

５０９

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　高知を中心に入荷する。各産地の生育は順
調で、高温傾向のため草勢の山谷が小さく、
安定した入荷が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.7%)
価　格：前年をかなり上回る。(7.0%)

な
　
　
　
　
す

４６７

４１４

４０３

３６０

３７４

４０３

【産地状況】
　熊本、愛知等を中心に入荷する。熊本、愛
知ともに高温の影響で低段の着果にばらつき
が見られる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.9%)
価　格：前年をやや上回る。(5.7%)

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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１０月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ５０９ 383 392 393 鹿児島 38%

2020年 ４７８ 522 437 361 茨城 23%

2021年 ４４７ 378 365 335 宮崎 19%

2022年 ４２６ 509 483 414 高知 18%

2023年 ４１７ 619 458 388 長野 1%

５ ヵ 年 平 均 ４５５ 481 424 378

2024年見通し ４２０ 600 450 400

2019年 ２，７８３ 82 84 83 北海道 93%

2020年 ２，３２７ 134 141 137 長崎 7%

2021年 ２，０３７ 195 199 213

2022年 ２，２４７ 110 111 118

2023年 ２，０３９ 132 131 130

５ ヵ 年 平 均 ２，２８７ 124 131 134

2024年見通し ２，２００ 110 110 110

2019年 ６，２７２ 78 75 72 北海道 98%

2020年 ６，２２５ 72 72 71 兵庫 1%

2021年 ６，８００ 124 141 168 中国 1%

2022年 ６，８１４ 98 97 95

2023年 ５，８５３ 124 171 143

５ ヵ 年 平 均 ６，３９３ 102 108 107

2024年見通し ６，０００ 100 110 120

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　上旬までは数量多くないが、中下旬に向
けて、冬春物がピークとなるため、厳しい
販売が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.7%)
価　格：前年をやや上回る。(3.9%)

ピ
　
ー
　
マ
　
ン

３６６

４３０

３４４

４５７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

【産地状況】
　北海道主体の入荷で平年並の順調な入荷
となる。11月下旬から中生品種に切り替わ
り、小玉比率が高まる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.5%)
価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
(△22.0%)

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７４

７１

１４３

９６

１４１

１０５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道早出し産地終了し、貯蔵産地のみ
の入荷。下旬から長崎の入荷が始まる。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり上回る。(7.9%)
価　格：前年を大幅に下回る。(△16.0%)

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

８３

１３７

２０３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１５

１３１

１３０

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

４６５

４１０  前年及び本年の

４８３

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ２，０４８ 411 419 411 茨城 57%

2020年 １，８７６ 494 436 362 宮崎 22%

2021年 ２，０４１ 372 370 327 高知 10%

2022年 １，８１０ 473 470 426 鹿児島 6%

2023年 ２，３３９ 538 374 353 岩手 3%

５ ヵ 年 平 均 ２，０２３ 459 411 374

2024年見通し ２，３００ 430 420 410

2019年 ７，５３６ 91 88 88 北海道 98%

2020年 ６，８１２ 137 138 138 長崎 2%

2021年 ５，９５１ 183 196 205

2022年 ６，４４８ 109 111 111

2023年 ６，１９１ 129 121 120

５ ヵ 年 平 均 ６，５８８ 128 129 130

2024年見通し ６，２００ 115 115 130

2019年 ９，２１６ 80 79 80 北海道 93%

2020年 ９，１２２ 75 74 75 中国 6%

2021年 ８，１５２ 155 172 180 兵庫 1%

2022年 ８，９２１ 100 104 106

2023年 ６，９７９ 178 193 196

５ ヵ 年 平 均 ８，４７８ 114 120 123

2024年見通し ７，７００ 110 110 110

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７９

７５

１６９

１０３

１８９

１１９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

８９

１３７

１９５

１１０

１２３

１２９

 前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城を中心に入荷する。宮崎と鹿児島が上
旬に増加し、中旬以降は安定した入荷が見込
まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.7%)
価　格：前年並。(△0.5%)

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

４１３

４２８

３５６

４５６

４２２

４１４

【産地状況】
　北海道を中心に入荷する。出荷サイズはＬ
中心ではあるが、小玉傾向となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.1%)
価　格：前年をわずかに下回る。(△2.4%)

【産地状況】
　北海道を中心に入荷する。前年のような生
育不良は見られず、Ｌ大・Ｌ中心の入荷とな
る見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり上回る。(10.3%)
価　格：前年を大幅に下回る。(△41.8%)

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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１０月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ９，６５１ 311 333 330 静岡 19%

2020年 ９，８９８ 329 328 327 フィリピン 17%

2021年 １０，０４６ 363 362 362 和歌山 10%

2022年 １０，９１３ 423 361 347 長野 9%

2023年 ９，０９３ 386 378 394 熊本 9%

５ ヵ 年 平 均 ９，９２０ － － －

2024年見通し ９，１００ － － －

2019年 ３，８４６ 240 263 242 静岡 41%

2020年 ４，２６３ 276 268 244 熊本 18%

2021年 ４，１８６ 270 274 251 和歌山 17%

2022年 ３，７６２ 292 278 237 愛知 12%

2023年 ４，０７１ 311 300 276 三重 7%

５ ヵ 年 平 均 ４，０２６ 278 277 250

2024年見通し ３，６００ 310 300 280

2019年 １，７５２ 600 429 706 岐阜 57%

2020年 １，５０１ 487 385 627 三重 17%

2021年 １，５８６ 546 514 520 和歌山 15%

2022年 １，８６７ 619 475 770 愛知 8%

2023年 １，０６３ 364 259 408 福島 1%

５ ヵ 年 平 均 １，５５４ 539 426 627

2024年見通し １，４５０ 330 350 350

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　日焼け果、カメムシの吸汁被害の影響に
より少ない。岐阜は着色次第でピークが11
下旬か12月上旬になる。
【概況見通し】
入荷量：前年を大幅に上回る。(36.4%)
価　格：前年をかなり下回る。(△6.3%)

か
　
　
　
き

２８２

３３６

３５４

２６８

３６３

３１５

 前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　極早生同様に早生も日焼け果、カメムシ
の吸汁被害が多い予想。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△11.6%)
価　格：前年並み。(0.3%)

み
　
　
か
　
　
ん

２４４

２５９

２６３

２６４

２８９

２６４

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、りんご、かきなどが主な品目と
なる。いちごの入荷は愛知は上旬から、熊
本は下旬からの予定。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.1%)
価　格：前年をかなり下回る。(△6.3%)

果
　
　
実
　
　
計

３２０

３２４

３５９

３６９

３８４

３５１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場

注：前年の４～７月、本年の５～７月は入荷なしにつき単価を0円/kgで表記
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１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４３，８０２ 318 335 341 愛媛 20%

2020年 ４３，５６２ 345 338 358 熊本 12%

2021年 ４２，００５ 381 371 389 長崎 10%

2022年 ４１，６２８ 363 358 370 和歌山 9%

2023年 ３９，１７１ 429 398 420 青森 9%

５ ヵ 年 平 均 ４２，０３４ － － －

2024年見通し ３８，０００ － － －

2019年 ２０，８２０ 249 273 263 愛媛 37%

2020年 ２１，６２３ 293 289 276 熊本 21%

2021年 ２１，９８５ 289 287 276 長崎 21%

2022年 １９，４５５ 303 305 287 和歌山 12%

2023年 ２１，１５７ 324 308 299 佐賀 7%

５ ヵ 年 平 均 ２１，００８ 292 292 280

2024年見通し ２０，７００ 285 285 300

2019年 ６，９６７ 258 270 273 奈良 18%

2020年 ６，５０３ 322 328 322 和歌山 17%

2021年 ５，８４８ 350 353 352 新潟 15%

2022年 ７，９６８ 242 233 233 愛知 14%

2023年 ６，１１１ 355 355 353 福岡 8%

５ ヵ 年 平 均 ６，６７９ 301 303 301

2024年見通し ５，９５０ 340 310 350

 前年及び本年の

３５５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　富有が福岡等、平核無が和歌山等から入荷
する。日焼け果、カメムシ害の影響により入
荷量は前年を下回る見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.6%)
価　格：前年並。(0.3%)

か
　
　
　
　
き

２６６

３２４

３５１

２３６

３５４

３０１

 前年及び本年の

３１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　愛媛を中心に早生みかんが入荷する。各産
地は猛暑の影響で着色に遅れが見られ、入荷
量は前年を下回る見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.2%)
価　格：前年並。(1.6%)

み
　
　
か
　
　
ん

２６４

２８５

２８５

２９８

３１０

２８８

３６７  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　みかん、りんご、かきを中心に入荷する。
各品目で夏季高温の影響による生育遅れや生
理落果が見られ、入荷量の減少が見込まれ
る。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△3.0%)
価　格：前年並。(1.2%)

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

３３３

３４７

３８０

３６４

４１５

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　１　１　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１１月１日現在）

2019年 １，６００ ４５
実 2020年 １，１９１ ５２

2021年 １，４４１ ５４
績 2022年 １，３３２ ４２

2023年 ９６７ ４０

１，３０６ ４７

１，１００ ４３

概
　
要

2019年 ７５０ ３０
実 2020年 ７６４ ２８

2021年 ７３７ ３３
績 2022年 ６５８ ２７

2023年 ５６２ ２４

６９４ ２９

６００ ２５

概
　
要

2019年 １，１００ ３８
実 2020年 １，１４７ ３１

2021年 １，０４１ ４１
績 2022年 １，０００ ４２

2023年 ９３８ ４０

１，０４５ ３８

１，０００ ４０

概
　
要

2019年 １１０ １１５
実 2020年 １３９ ８７

2021年 １５５ ９２
績 2022年 １５０ ９５

2023年 １１２ １１１

１３３ ９９

１２０ １１０

概
　
要

2024年見通し

　和歌山、高知、熊本から入荷となる。長野は上旬、福島は中旬に終了となる予想。西南暖
地は台風の被害もなく、中旬にはまとまった入荷となる見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、沖縄から入荷。夏場の暑さが長引いたことにより、生育は若干遅れ気味。中旬から
出荷量は安定してくる見込み。

５ヵ年平均

2024年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、愛知、輸入の入荷。愛知は前進傾向のため、例年に比べ少なめの予想。茎の軟弱さ
は寒さが進むにつれて回復に向かう。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知中心の入荷。上旬に夏秋菊の出荷が落ち着き、中旬から秋系に切り替わってくるが、

定植期からの暑さの影響により、秀品率の低下が見込まれる。下旬からは年末に向けて数量
は少しずつ落ち着いてくる見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：千本、円／本
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2019年 ２７０ １７５
実 2020年 ２４４ １７９

2021年 ２２１ ２０３
績 2022年 １９６ ２１８

2023年 １８７ ２０６

２２４ １９４

２００ ２００

概
　
要

2019年 ５００ ７０
実 2020年 ３５０ ９７

2021年 ３２２ １１９
績 2022年 ２７８ １１８

2023年 ２８８ １２４

３４８ １０１

３００ １１０

概
　
要

2019年 ８００ ８０
実 2020年 ７０１ ７８

2021年 ６７７ ９５
績 2022年 ７０７ ８７

2023年 ７１９ ９３

７２１ ８６

７００ ９５

概
　
要

2019年 １，４５０ ５０
実 2020年 １，２５９ ５７

2021年 １，４３２ ６２
績 2022年 １，２３０ ６０

2023年 １，１５７ ６２

１，３０６ ５８

１，２００ ６０

概
　
要

2024年見通し

　引き合いの強いヒバ類は順調に入荷する予定。サンゴ水木、柳類、ユーカリも潤沢な入荷
となる。実物は前半でほぼ終了する物が多く、梅もどき、輸入のサンキライなどが入荷して
くる。アカシヤ類、銀香梅など葉の枝物も入荷する。全体に入荷は多めとなり、相場も安定
する見込み。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　オンシジウムは秋期のピークは終わり、減少に向かう。デンファレはアンナの入荷が増
え、ソニアが減る見込みで全体的には平年並を見込む。シンピジウムは徐々に国産が増え
る。コチョウランは入荷増の見込みだが、極端な増加はない。カトレアは天候次第である
が、12月後半の出荷に重点をおいているので、11月前半は品薄予想。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、岐阜、三重、輸入中心の入荷。夏の暑さにより丈の伸びが悪かったが、徐々に長さ
が取れるようになり、輪のボリュームも出てきている。暑さの影響もあって、前半は品薄予
想の産地もある。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2024年見通し

 オリエンタルユリは高知、宮崎、新潟、埼玉、愛知などから入荷。西南暖地は夏場の高温
により、奇形等の障害が発生している。鉄砲、LAユリは高知、埼玉中心に前年並の入荷が見
込まれる。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本

0

100

200

300

400

0

100

200

300

400

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/本

数量

千本

月

0

50

100

150

200

0

200

400

600

800

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/本

数量

千本

月

0

40

80

120

160

200

0

200

400

600

800

1,000

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/本

数量

千本

月

0

20

40

60

80

100

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/本

数量

千本

月

25



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１０月２８日現在）

2019年 １１，７４７ ６６５

実 2020年 １６，７４８ ９４１

2021年 １４，５２２ １，１３０

績 2022年 １２，２０９ １，３００

2023年 １１，３０７ １，１９７

１３，３０７ １，０４３

１１，０００ １，０００

概
　
要

2019年 ２９，３３９ ５２０

実 2020年 ３２，２６６ ５３９

2021年 ２４，８６８ ５８３

績 2022年 ２４，０００ ５８３

2023年 ２２，６９４ ４６９

２６，６３３ ５３９

２０，０００ ４５０

概
　
要

2019年 ６５９，７３６ ２７９

実 2020年 ７９１，１３６ ３０２

2021年 ７９４，９４５ ３０９

績 2022年 ６７２，７３０ ３２２

2023年 ６７０，８８２ ３０８

７１７，８８６ ３０４

６５０，０００ ３０８

概
　
要

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量はやや減少か。ガーデンシクラメンを含む各サイズが暑さの影響で出荷遅れが予
想される。４号以上の出荷は11月からとなり、上旬の入荷は少なく相場は安定するが、中
旬以降の入荷は順調となり相場は不安定になる見込み。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（32.4％）、２位長野
（17.7％）、３位群馬（9.0％）であった。

シ
 
ャ

 
コ
 
バ
 
サ
 
ボ
 
テ
 
ン

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は前年よりかなり減少か。出荷は４～５号中心の入荷見込み。小鉢は、暑さの影
響等により花飛びが例年より多いため、出荷量は減少する。暑さが続いているので出荷の
際の開花具合は咲き過ぎていない状態での出荷が望ましい。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（69.7％）、２位埼玉
（28.8％）、３位栃木（1.6％）であった。

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類 　入荷量は前年よりわずかに減少か。前年同様、円安の影響で輸入原木の仕入れが出来な

いのが要因か。ドラセナの生産は年々減少しており、入荷は減少しているが、近年の販売
は厳しく、価格も前年より下がる見込み。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（68.9％）、２位鹿児
島（11.0％）、３位三重（5.1％）であった。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

単位：鉢、円／鉢
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2019年 ３４，０１０ ２，０４５

実 2020年 ４０，９８６ ２，２６８

2021年 ５０，１７３ １，８１４

績 2022年 ５０，０００ １，９２０

2023年 ３７，８７６ ２，１０１

４２，６０９ ２，０１４

３５，０００ ２，１００

概
　
要

2019年 ２０，５４７ ２０８

実 2020年 １９，１３２ ２６５

2021年 ２１，５６１ ２５０

績 2022年 １５，０１４ ２４９

2023年 １４，６１５ ２５６

１８，１７４ ２４４

１４，０００ ２５７

概
　
要

2019年 ７４５，０６５ ５４

実 2020年 ９００，５５８ ５４

2021年 ９７２，８３５ ５９

績 2022年 ７８６，６９６ ６３

2023年 ７５５，８８３ ７４

８３２，２０７ ６１

８００，０００ ６２

概
　
要

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

５ヵ年平均

パ
　
ン
　
ジ
　
ー

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は前年よりやや増加か。暑さ対策から仕込みを遅らせたものの出荷が10月末から
11月中旬に集中すると見込まれる。11月下旬は生産数の減少や開花待ちなどから、需要に
対して供給不足になる可能性がある。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（28.9％）、２位奈良
（13.9％）、３位埼玉（11.7％）であった。

2024年見通し

　入荷量は前年よりかなり減少か。夏の暑さで花の本数が少なく、開花も遅れている。開
花の遅れにより、出荷作業が追い付かずアーチシンビジウムの割合は減り、直立のシンビ
ジウムの割合が増える見込み。11月下旬から12月上旬のお歳暮時期にはある程度の開花が
進み、出荷も揃ってくる見込み。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（61.5％）、２位三重
（11.8％）、３位高知（9.1％）であった。

卸売価格

2024年見通し

　入荷量はやや減少か。暑さも収まり。生育は回復してきたが、開花スピードは遅れてお
り、出荷は難しい状況が続く見込み。入荷は４～６号が中心となる。各市日の入荷次第だ
が需要も落ち着き、相場は不安定になることが予想される。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（46.9％）、２位岐阜
（44.2％）、３位愛知（4.2％）であった。

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №617

２０２４年１１月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


